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」

万
葉
集
巻
一
の
一
三

で
あ
る
。
次
の
一
五
番
は
、

て
い
る
。四

一
五

左
注
が

五

は
中
大
兄
の
三
山
歌
長
歌
、
と
一
括
さ
れ
た

と
な
っ

一
四
番
は
そ
の
反
歌

上
は
一

反

か

守

や

ま

と

み

み

な

し

や

ま

と

あ

ひ

し

と

き

た

ち

て

み

に

と

し

い

な

み

く

に

は

ら

高
山
与
耳
梨
山
与
相
之
時
立
見
伝
来
之
伊
奈
美
園
波
良

わ

た

つ

み

の

日

は

た

。

も

に

い

り

ひ

さ

し

こ

よ

廿

の

つ

く

よ

さ

や

け

く

あ

り

こ

そ

渡
津
海
乃
一
旗
雲
伝
伊
理
比
紗
之
今
夜
乃
月
夜
清
明
己
曽

み
ぎ
の
い
た
は
い
ま
か
む
が
ふ
る
に
は
ん
か
に
に
ず
望
号
ほ
ん
こ
の
う
た
を
も
ち
て
は
ん
か
に
の
す

右

一

寸

案

不

似

反

歌

也

本

以

此

歌

載

於

反

歌

こ

の

ゆ

る

日

こ

の

つ

ぎ

て

に

の

す

故

今

(

後

略

)

(
訓
み
は
『

一
』
に
よ
る
。
)

「
今
案
ふ
る
に
反
歌
に
似
ず
」
と

す
る
通
り
、

一
見
し
て
、

一
三
番
の
三
山
歌
お
よ
び
一
四
番
の
反
歌
と
関
連
づ
け
る
こ
と
は

で
あ
る
。
本
稿
は
左
注
の
指
摘
の
当
否
を
検
討
す
る
。

一
四
番
の
結
句
寸

」
は
「
印
南
国
原
な
の
だ
、

こ
こ
は
L

と
解

一
五
番
「

L

歌
左
注
の
当
否
に
つ
い
て

に
つ
いJ¥ 

日
目

す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。

こ
の
定
説
の
妥
当
性
は
動
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、

一
三
・
一
四
番
の
コ
一
山
歌
は
中
大
兄
が
印
南
困
原
に
お
い
て
詠
ん
だ

も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
献
が
示
す
限
り
で
中
大
兄
が
印
南

国
原
に
あ
っ
た
の
は
、
「
西
征
L

の
折
り
で
あ
る
。

日

の
斉
明
天

紀
に
は
、
「
七
年
の
春
正
月
の
丁
酉
の
朔
壬
寅
(
一
月
六
日
)
に
、
西
に

征
き
て
、
始
め
て
海
路
に
就
く
。
甲
辰
(
八
日
)
に
、
御
船
、
大
伯
海
に
到
る
。

の
女
を
名
け
て
、
大
伯

時
に
大
田

女
、
女
を
産
む
。
の
り
で

日
ふ
。
庚
成
(
十
四
日
)
に
、
御
船
、
伊
諌
の
熱
田
津
の
石
湯
行
宮
に
泊
つ
」
と

一
月
八
日
に
船
が
大
伯
の
海
に
来
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
し
て
、 女
と

あ
る
。

印
南
国
原
沖
の
通
過
は
六
日
の
夕
刻
か
、
七
日
の
こ
と
で
あ
る
。
西
征
の
船

に
乗
っ
て
い
た
中
大
兄
は
、

の
海
に
お
い
て

そ
の
と
き
、

望
ん
だ
こ
と
に
触
発
さ
れ
て
三
山

を
詠
ん
だ
の
に
相
違
な
い
。

詞
通
り
に
反
歌
で
あ
る
と
す
る
見
解
が

あ
る
一
方
で
、
本
来
反
歌
で
な
い
も
の
が
一
括
伝
承
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
紛

一
五

そ
れ
を

に
つ
い
て
は
、

六一



一
五
番
「

海
」
歌
左
注
の
当
否
に
つ
い
て

六
二

れ
込
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
左
注
を
め
ぐ
る

の
決

い
の
だ
ろ
う
か
。

は
い
ま
だ
つ
い
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
第
一
句
の
「
わ
た

つ
み
」
に
つ
い
て
は
、
印
南
国
原
を
望
む

の
海
の
こ
と
で
あ
る
と
一
般

五

反
歌
で
も
「
和
す
る
歌
」
で
も
な
い
こ
と
、

お
よ
び
、
「
わ
た
っ

に
み
な
さ
れ
て
い
て
、

と
同
じ
時
期
に
同
じ

で
詠
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
平
成
七
年
に
刊
行
さ

そ
の
限
り
で
一
五
番
は
三
山

み
」
が

の
海
で
な
い
こ
と
は
、

で
あ
る
。

三
山
歌
が
つ
く
ら
れ
た
の
が
寸
西
征
」
の
船
の
印
南

沖
通
過
時
で
あ

れ
た
『

注

色，

に
お
い
て
も
、

じ

カま

る
と
す
る
限
り
、

そ
の
日
時
は
一
月
六
日
夕
刻
か
七
日
の
日
中
で
あ
ろ
う
。

「
可
能
性
が

L

い
と
い
う
表
現
で
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

は
反

こ
れ
は
旧
暦
で
あ
る
か
ら
、
日
付
が
ほ
ぽ
そ
の
ま
ま

と
な
る
。

lま

に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
新
し
い
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
「
『
反
歌
』

五
前
後
で
、
上
弦
の
月
の
少
し
前
で
あ
る
。

と
あ
る
の
が
一
四
の
歌
を
さ
す
だ
け
で
あ
り
、

一
五
の
歌
は
別
の
人
が
一
三

古
天
文
学
者

治
博
士
に
斉
明
七
年
(
六
六
ご
一
月
六
日
と
七
日

ー
一
四
の
三
山
歌
に
和
し
て
応
じ
た
歌
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。
:
:
:
一

一一一

の
光
景
を
ほ
め
た
た
え
て
旅
の

の
上

の
明
石
に
お
け
る
月
の
出
入
り
と
日
の
出
入
り
の
時
刻
の

た
と
こ
ろ
、
別
掲
の
ご
教
示
が
い
た
だ
け
た
。
印
南
国
原
は
兵

市
か
ら
加
古
川
市
に
か
け
て
の
平
野
部
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
時
刻

所
は
明
石
と
し
た
。

を
お

しh

し

ー
一
四
の
歌
は

に
礼
を

げ
て
旅
の
安
全
を
祈
り
、

を
予
祝
し
て
い
る
。
二
つ
は
内

一
五
の
歌
は

の
明
石

で
ぴ
っ
た
り
応
じ
あ
っ
て
い
る
。
」

す
る
う
え
で
の
基
準
と
な
る

と
い
う
直
接
的
な
問
題
と
同
時
に
、

そ
れ
を

一
一
二
・
一
四
番
と

づ
け
ら

古
代
の
特
定
の
日
の
月
の
出
・
月
の
入
り
の
時
刻
に
つ
い
て
、
近
年
の
任

の
年
の
旧
暦
同
月
同
日
の
そ
れ
を
も
っ
て
推
定
す
る
こ
と
の
是
非
を
国
立

天

文

台

広

報

普

及

で

一

時

間

程

度

の

差

が

に
問
い
合
せ
た
と
こ
ろ
、

左
注
が
呈
す
る
疑
問
は
、
内
容
的
に
は
、

一
五
番
が
反
歌
で
あ
る
か
否
か

に
「
和
す
る
歌
」
と
い

一
五
番
と
一
三
・
一
四
番
が
密
接
な
関
係
に

あ
る
と
す
る
観
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
両
者
は
ほ
ん
と
う

れ
る
か
否
か
と
い
う

を
含
ん
で
い
る
。

一
五

う
解
答
を
与
え
た

説
は
、

あ
り
う
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
平
成
八
年
ご
九
九
六
)
旧

月

六
日
(
現
行
太
陽
屑
二
月
二
十
四
日
)
の

合
を
例
に
と
る
と
、

そ
の
日
の
大
阪

に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
わ
た
っ
み
L

の
海
だ
ろ
う
か
。

で
の
月
の
出
は
九
時
四
十

一
分
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
の
月
の
出
と
印
南
国
原

ま
た
、

一
五

は
、
そ
れ
が
反
歌
で
な
い
と
き
、
「
和
す
る
歌
L

と
し
て
よ

の
そ
れ
は
ほ
ぼ

じ
と
考
え
て
よ
く
、
数
分
早
ま
る
だ
け
で
あ
る
。

博



時)

月の入の日付|日

23 : 25 10 : 14 17 : 43 6 : 50 661年2月13日661年2月10日斉明7年1月6日

17 : 43 110 : 48 1 24 : 28 

(推算斉藤国治博士)

6 : 49 2月14日2月11日1月7日

土

に
よ
る
時
刻
十
時
十
四
分
と
比
べ
る
と
、

明石(東経135. D"北緯34.6" と設定)における
7年 1月6日・ 7日の月の出入と日の出入の時刻(

ユリウス暦日付|グレゴリオ暦換算|日の出|日の入|月の出

三
十
分
以
上
の
差
が
出
て
い
る
。
以
下
、

博
士

の
資
料
に
よ
っ
て
分
析
を
す
す
め
る
。
(
な
お
、

平
成
八
年
旧
暦
一
月
六
日
の

五
・
一
、
上
弦
の
一
一

目
前
で
、
月
は
半
分
の
大
き
さ
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
)

別
掲
資
料
に
よ
っ
て
斉
明
七
年
一
月
六
日
の
目
没

十
七
時
四
十
三
分
に
月
が
ど
の
程
度
に
空
を
渡
つ

そ
の
時
点
で
月
は
出
か

て
い
た
か
を
計

ら
入
り
ま
で
の
時
間
の
五
十
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を

す
る
と
、

経
過
し
て
い
て
、
空
に
お
け

と
し
て
は
す
で

に
西
へ
と
渡
っ
て
い
る
。

ま
た
日
没
時
か
ら
タ

訪
れ
る
ま
で
に
は
約
四
十
分
を
要
す
る
が
、
そ
の
と

き
に
は
月
は
空
を
渡
る
行
程
の
六
十
二
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
を
終
え
て
い
て
、
西
に
傾
い
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
の
月
は
半
分
以
上
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
か
ら
は
月
明
か
り
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
を
得
る

日没時の月の位置

西

で
、
「
た
と
え
ば

月
の
明
る

の
明
る
さ
に
等
し
い
こ

き
は
マ
イ
ナ
ス
十
二
・
六
等
、

半
月
の
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス

九
・
九
等
で
あ
る
。
そ
の
差

は
三
・
七
等
で
、
こ
れ
は
満

月
一
個
の
明
る
さ
は
半
月
十

一一と
を
意
味
す
る
」
(
『
新
と
よ

生
閤
刊
、

み

の
で
あ
る
。

上
弦
に
も
至
ら
な
い
で
半
分

以
上
欠
け
て
い
る
月
が
、
明

る
さ
の
残
る
西
寄
り
の
空
に

東

架
か
っ
て
い
る
と
き
に
、
「
今

夜
乃
月
夜

清
明
己
曽
L

と

詠
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
(
参
考
ま
で
に
日
没
時
の
月

こ
と
が
で
き
な
い
。

か
り
に
そ
れ
が
半
月
の
場
合
で

を
図
示
す
る
。
)

も
明
る
さ
は
満
月
の
十
二
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
月

実
際
に
春
先
の
|

の
明
る
さ
が
月
の
光
っ
て
い
る
面
積
に
比
例
す
る
わ

日
の
日
没
時
か
ら
月

し
、
月
が
没
す
る
ま

で
の
五
時
間
半
ほ
ど
を
戸
外
で
過
ご
し
て
み
れ
ば

で
き
る
の
で
あ
る
が
、

け
で
は
な
い
こ
と
は
経
験
的
に
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

お
よ
そ
「
月
夜
し
と
い
う

が
そ
の
と
き
に
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
空
を

一
五
番
寸
渡
津
海
」
歌
左
注
の
当
否
に
つ
い
て

六一ニ



一
五
番

歌
左
注
の
当
否
に
つ
い
て

六
四

ド一
ぷ
書
紀
「
甲
辰
(
八
百
)
に
御
船
、

述
に
よ
っ
て
「
御
船
し
が
印
南
国
原
沖

な
お
、

大
伯
海
に
到
る
」
と
い
う
記

い
換
え
れ
ば
、
そ
'
詠
の
た
め
に
は
、
月
は
日
没

と
同
じ
こ
ろ
か
、
そ
の
前
後
二
、
百
一
時
間
の
う
ち
に
出
る
必
要
が
あ
る
。
そ

見
る
と
‘

は
か
誕
い
月
が
心

に
架
か
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

聞
に
限
定
さ
れ
る
-
o
E

日
時
を
推
定
す
る
と
、

う
で
あ
る
以
上
、
三
山
歌
が
つ
く
ら
れ
た
あ
と
の
ニ
、
三
日
間
の
航
海
の
途

ぞ
れ
が
一
月
七
日
の
昼
間
で
あ
っ
た
可
能
性
も
消
去
で
き
な
い
。

」た
だ
し
、

も
無
理
が
あ
る
と

こ
と
は
で
き
な
い
。

「
入
日
一さ
し
」
と
い

昼
間
に
つ
く
る
と
い

播
磨
の
海
周
辺

3
r川

一
五
番
は
反
歌
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を

。
解
釈
も
ま
た
成
り
立
ち
が
た
い
。

こ
の
と
き
に
は
三
山
歌
を
つ
く
る
一之
と
は
で
き
て
も
、

一
五
背
j
r
都叫

な
け
れ
ば
な
一ら
な
い
。

う
矛
盾
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
‘
か
り
に
「

」
の
印

従
来
の
解
釈
は
月
齢
の
検
討
お
よ
び
月
齢
と
月
の
出
時
刻
と
の
関
係
の
検
，

通
過
を

〈

~
r

h忙
'
A

て
七
日
の
夕
刻
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た

そ
の
日
に
は
月
の
出
が
三
十
三
分
遅
く
な
っ
て
い
る
だ
げ
な
の
で
、
で
も
、

討
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
‘
「
今
案
ふ
る
に
反
歌
に
似
ず
L

と
い
う
左
注
者
の

状

正
当
な
嬢
聞
を
生
か
せ
な
い
で
き
た
と

〉悼んトでフ。

し
て
は
六
日
の
夕
刻
と
基
本
的
に
一変
わ
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、

一
月
六
日
と
七
日
の
一月
の
出
入
り
と
日
の
出
入
り
の
時
刻
の
分

畝
-
も
な
い
こ
と

一
一
ヰ
番
が
反
歌
で
も
和
す
る
歌
で
も
な
く
、
ま

T
一一

のト
海

析
カミ

ら，

月
の
満
ち
欠
け
の

と
b五

そ
れ
は
い
つ
ど
こ
で
つ
く
~ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
か
。

時
期
に
つ
い
て
は
‘
最
大
限
に
帽
を
と
る
と
し
て
、

六
回
ニ
ア
を
出
航
し
て
か
ら
三
月
二
十
五
日
に

で
な
い
一と
さ
1

では、

一
五
番
が

で

が
言
え
る
が
、

寸
西
征
」
の
船
が
一
月

を
こ
配

引
に
適
用
す
る
と
、

さ
ら
に
ー次
ーの
と
と
が

占
C
守

h
v
o

;
そ
一
一
ヱ
に
到
着
す

日
本
一
で
は
一
好
ヨ
ま
明
け
方
に
出
て
、
夕
方
に
一沈
む
司
上
弦
の
月
は
昼
前
に

る
ま
で
の
聞
で
あ
る
と
し
て
-
差
し
支
一え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ι

に

出
て
、

夜
中
に
洗
む
。
曲

は
夕
方
に
出
て
、
明
け
方
に
沈
む
。

下
弦
の
月

の
こ
ろ
に
詠
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

当
該
期
間
の
う

の
周

そ
の
~歌
詠
が
可
能
で
あ
っ
'
-
之
、

一
月
十
五
日
前
後
と
二
月
十
五

日
前
後
と
=
一
一月
一千
五
日
前
後
の
三
回
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ち
で
、

中
に
出
て
昼
頃
に
沈
む
。
友
昏
膏
は
こ
の

期
を
一
月
と
し
て
お
り
、

そ
の
}
月
の
周
期
は
月
の
出
時
刻
が
二
十
四

を
巡
っ
て
く
る
周
期
を
伴
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
五
番
の
下
の
句
「今

こ
の
時
代
、

Z

子山

れ
る
に
は
、
何
ら
か
の
μ

行
事
・
祭
事
・

つ
く
る
、
あ
る
い
は
皇
子
の
名
に
お
い
て
歌
が

夜
乃
月
夜

日清
炉
己
聖
」
が
成
宣
す
る
の
は
、
事

3
の
日
と
'そ
の
前
後
一数
日

f
c
}

の
契
機
が
あ
る
こ



と
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
通
例
に
即
し
て
考
え
る
と
、

一
五
番
歌
が
一
月
十

の
句
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
の
句
の
寸
今
夜
乃
月
夜

清
明
己
曽
L

五
日
前
後
に
つ
く
ら
れ
た

の

熟

と
な
ろ
う
。
ま
た
、

の
方
に
あ
り
、

そ
こ
に
は
先
に
見
た
伊
藤
説
が
「
旅
の
無
事
を
予
祝
し
て
い

へ
の
祈
念
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と

二
月
十
五
日
前
後
と
三
月
十
五
日
前
後
の

合
の
契
機
は
、
「
御
船
L

の
熟
田

る
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
航
海
の

と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
る
。

万
葉
集
八
番
『
熱
田
津
』
歌
考
」
(
「
寓
葉
」
百
五
十
九
号
)
に
お
い
て
、
「
西
征
の

船
の
熟
田
津
出
航
は
斉
明
七
年
三
月
十
五
日
の
満
月
の
晩
に
決
行
さ
れ
た
」

こ
と
を
推
定
し
た
。
そ
の
推
定
か
ら
す
れ
ば
、
二
一
月
十
五
日
前
後
の
場
合
の

は
拙
稿
寸
月
と
潮
と
の
照
応

解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

は
一
五

ま
た
八
番
と
同
様
に
熱
田
津
出
航
の
折
り
の
歌
で
、
そ

れ
は
出
航
当
日
の
夕
刻
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
八
番
の

契
機
は
熟
田
津
出
航
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
月
十
五
日
前
後
の
場
合
に
は

契
機
ら
し
い
も
の
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
あ
り
う
る
ふ
た
つ
の

「月
L

と
一
五
番
の
「
月
」
は
同
じ
月
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
抱

い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
仮
説
は
ま
だ
熟
し
て
い
な
い
の
で
、
他
日
を
期

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

を
比
較
す
る
と
き
、

一
五
番
の
歌
の
内
容
に
は
「
御
船
」
の
到

よ
り
も
出

(
ゃ
ぎ

た
か
ま
さ
)

航
の
ほ
う
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
と
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
歌
の

目
は
、
上

一
五
番
「

歌
左
注
の
当
否
に
つ
い
て

六
五



一予

予

&. 
Eコ

a:. 
Eヨ

一一一

一一 一
f、V
A 

日
時
会
場

挨
拶
講
演

土士

催

高
葉
学
会
・
奈
良
女
子
大
学
・

日
時

メ色、
ヱヱ会

十
月
二
十
四
日
(
土
)

午
後
二
時
よ
り
五
時
ま
で

奈
良
女
子

堂
(
奈
良
市
北
魚
屋
西
町
)

奈
良
県
知
事

柿
本

善
也
氏

中
臣
宅
守
独
詠
歌

浅

見

徹
氏

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授

男
性
に
よ
る
女
歌

青
木

生
子
氏

日

本

女

子

大

学

名

誉

教

授

前
号
で
青
木
先
生
の
肩
書
き
を
間
違
え
て
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

先
生
お
よ
び
関
係
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

奏

天
理
大
学
雅
楽
部

会十
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
五
時
三
十
分
よ
り

奈
良
女
子
大
学

F
棟
五

四

室

七
千
円

本
当
日
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
懇
親
会
に
ご
参
会
の
方
は

予
め
振
替
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ムハムハ

研
究
発
表
会

日
時
会
場

十
月
二
十
五
日
(
日
)

奈
良
女
子
大
学
G
棟
二

O
一
教
室

午
前
十
時
よ
り
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

赤
人
至
伊

坂
上
郎
女
と
巻
十
三

上

智

大

学

院

生

上
野
美
穂
子

井
ノ
口

史

奈
良
女
子
大
学
院
生

地
名
「
春
日
L

の
語
性

，...，弘
子二

谷

口

孝

介

筑

波

大

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

ヲ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
考

-. 
子L

吉
田
比
呂
子

弘

目Ij

大

完
了
辞
タ
リ
の
成
立
に
つ
い
て

大
伴
家
持
寸

釘

亨

名

古

屋

大

学

健

司

」
考

大

品主ゐ

子

山

奥

羽

人
麻
呂
歌
集
の
吉
野
歌
に
つ
い
て

央

学

岩

下

武

彦

大

中

本
当
日
は
日
曜
日
の
た
め
、
付
近
の
食
堂
の
多
く
は
休
業
で
す
。

弁
当
の
予
約
(
代
金
千
円
)
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

研

旅
行

十
月
二
十
六
日
(
月

)
1二
十
七
日
(
火
)

。
集
合
奈
良
女
子
大
学
西
門
付
近

。
集
合
時
刻

。
旅
程

一
泊
二
日

午
前
八
時
三

O
分



第
一
日

奈
良
女
子
大
前
|
国
立
博
物
館
・
正

天

ぃ
。
申
し
込
み
期
限
は
八
月
=
二
日
(
月
)
と
し
ま
す
が
、
研
修
旅
行
は

山
本
・
見
学
昼
食

四
四
四
三
六
六
六
ご
|
大
神
神
社
l
明
日
香
村
八
仮
称
〉

万
葉
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
建
設
予
定
地
l
吉
野
歴
史
資
料
館
・
宮

陵
ー
黒
塚
古
墳
|
一
一
一

(瑚

O
七

九
O
名
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

郵
便
振
替

口
座
名
称

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

0
0
九
三
O
l
五
l
一
一
八
五
O
六

寓
葉
学
会
全
国
大
会

奥
吉
野
川
上
村
・

ホ
テ
ル
杉
の
湯
(
国
O
七
四
六
五

一
一1
0
0
0
六
)

大
宇
陀
町
・
阿 盛
温
泉
(
泊
)

O 

い
合
わ
せ
先

滝

〒
六
三
O
l
八
五
O
六

奈
良
市
北
魚
屋
西
町

第
二
日

ー
西
峠
・
楼
門
(
昼
食
羽
O

七
四
五
八
二
1
五
一
一
一
)
|
天
理
参
考
館
l
石
上
神
宮
|

ホ
テ
ル
発

奈
良
女
子
大
学
文
学
部
日
本
ア
ジ

文
化
学
講
座
内
「

'-

係

奈
良
・
正
倉
見
学
|
近
鉄
奈
良
駅

解
散
予
定
時
刻

羽
O
七
四
一
丁
二
0
1
=
一
二
七
九
(
共
同
研
究
室
)

十
七
時
三
O
分

O
七
四
二
1
二
O
l
=
一
二
七
一
(
坂
本
研
究
室
)

*
正
倉
は
宮
内
庁
正

の
ご
案
内
で
見
学
し
ま
す
。

長
の
木
村
法
光
氏

出
張
懇
請
書
を
ご
入
用
の
方
は
、
宛
名
を
明
記
し
八
O
円
切
手
を
貼
付
し

た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
、
学
会
本
部
(
大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文

用

二
万
六
千
円

学
研
究
室
内
)
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

集
合
時
刻
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

旅
程
は
天
候
・
道
路
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
解
散
時
刻
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

に
つ
い
て

今
回
は
学
会
と
し
て
宿
泊
の
お
世
話
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
各
自
適
当
な
所

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
元
来
奈
良
に
は
ホ
テ
ル
形
式
の
宿

が
少
な
い
上
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
市
制
百
周
年
記
念
行

と

• 

• 

行
の
申
し
込
み

な
っ
て
、
宿
が
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
周
辺
都
市
(
京
都
・
大
阪

左
記
郵
便
振
替
口
座
へ
の

挟
み
込
み
の
振

払
い
込
み
を
も
っ
て
受
付
と
し
ま
す
。

を
含
め
て
、
近
鉄
特
急
を
利
用
す
る
と

、
京
都
か
ら
は
約
三
五
分
で
す
)
ま

用
紙
に
必
ず

内
訳
を
明
記
し
て
お
申
し
込
み
下
さ

で
考
慮
に
入
れ
て
、
早
め
に
お
手
配
く
だ
さ
い
。

予

tf-: 
t:l 

六
七



予

告

な
お
、

奈
良
交
通
観
光
社
で
下
記
の
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
お
世
話
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ア
ツ
ク
ス
で
、
宿
泊
日
・
名
前
・
住
所
・

ツ
イ
ン
の
別
)
朝
食
の
要
不
要
を
記
し
て
、

同
社
の
方
へ
手
紙
も
し
く
は
フ

-
部
屋
数
(
シ
ン
グ
ル
・

は

な
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
予
約

干
六
三

O
i八
三
五
七

奈
良
市
杉
ケ
町
三
三
t

三

N
A
T
ビ
ル

奈
良
交
通
観
光

当

Tel 

F
A
a
x
 

部

宛

。
七
四
二
工
コ
ア
五
五
七
一

O
七
四
二
l

二
二
l

二
O
二
四

学会全国大会
ホテルリス

部屋数 宿泊料金

* ア lレ 名 (ft) 備 考
SGL TWN SGL TWN 

ご井ガーデンホテル (35-5531) 10 11，000 10月24日のみ

奈良ロイヤルホテル (34-1131) 8 12，500 H 

ホテルフジタ奈良 (23-8111) 2 14，000 万

ホテルサンルート奈良 (22-5151) 3 12，000 JJ 

ホテルパシフィック奈良 (27-5808) 2 11，500 JJ 

奈良スリーエムホテル (33-5656) 15 5 12，000 11，000 

新大宮ビジネスホテル (34-1166) 20 10 5，250 4，800 朝食なし。

ビジネスホテルたかまど (34-7272) 20 5 8，400 8，000 

部 屋 数 計 70 30 
.... 

六
八

宿泊料金はいずれも 1泊朝食付き 1名様あたりの税・サービス込み料金です、
新大宮ビジネスホテルのみ朝食のサービスがありません。

楽
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JR廉良駅

交通

近鉄長尾良駅から~tへ徒!Jj 5 分

J R議良駅から北東へ徒渉25分
市内循環パスを利111する嶋合は近鉄議良駅下車

亡コ
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会

氏 名

新入 貝

池 美津枝 590-0117 

井戸未帆子 501-6025 

JlI 崎 晃 933-0871 

佐 樹 080-0010 

村 明 467-0841 

新沢典子 466-0806 

徳原茂実 554-0001 

蜂谷道子 336-0025

森本直子 352-0025

谷中田紀子 305-0005 

渡漫 豆仁玉1 558-0014 

名簿

住

補訂

所

堺市高倉台2-31-6

話番号

0722-92-4996 

岐阜羽島郡川島町河田町473-24 0586-89-4657 

高岡市駅南3-11-3
0766-26-6750 

ドミ ノレK203号

広市大通南33丁目 3 地 0155-48-1032 

名古屋市瑞穂区苗代町1 18号 052-811-7936

名古屋市昭和区西畑町43-1 052-759-1787 

大阪市此花区高見1-3-31-802 06-462-8025 

浦和市文蔵4-21-15-606 048-861-0406 

新座市片山3-6-6 048-479-6829 

つ ば市天久保2-1-1 0298-58-9600 三由 3-406 

大阪市住占区我孫子1-1-12-501 06-695-2403 

変 (改姓・変更・衰示を含む)

井上温子 662-0954 

上村 子 604-8822 

梅林 史

臼井英俊 503-0101

太田真理 245-0002

金沢英之 156-0055 

工 力男 502-0071 

佐田智明 874-0025 

佐藤博子 675-0131 

塩沢 平 400-0303 

高松寿夫 332-0014 

豆 本広 655-0045 

内 子 930-0875 

西川 美香 529-0263 

西宮市上霞原5-43-603 0798-34-9002 

京都市中京区壬生辻町31-1-524 075-822-8448 

0427-72-6965 

安八郡墨俣町先入方1511 0584-62-7559 

横浜市泉区緑園2-19-3

東京都世田谷区船橋
03-3789-9433 1-35-13-207 

市長良λ本松3103 058-233-9153 

別府市 11四 -3 0977-66-6271 

加古川市別府町新野辺90-57

山梨県中巨摩郡櫛形町
0552-82-1479 

上今井168

川口市金山町13-30-102 048-225-3251 

神戸市垂水区北
078-785-6364 4丁目10-25-201

富山市寺町けや木台196-1 0764-44-8346 

東野728
0749-85-3751 

ノk
:z:;: 

員

七
O 



後

記

。
大
会
で
の
落
の
一
つ
と
投
稿
原
稿
で
本
号

を
ま
か
な
い
ま
し
た
。
少
し
厚
く
な
る
予
定
で
す
0

0
こ
れ
も
ヨ
ソ
で
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
師
匠
と
い

う
も
の
は
、
隙
あ
ら
ば
足
を
か
っ
さ
ら
い
、
後
ろ

か
ら
頭
を
張
り
飛
ば
し
て
や
ろ
う
と
い
う
意
気
込

み
で
立
ち
向
か
う
相
手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
師
を
敬
わ
ぬ
こ
と
で
は
な
く
、
鎧
袖
一
触

は
じ
き
飛
ば
さ
れ
、
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
師
の
偉

大
さ
を
実
感
し
た
ら
よ
い
の
で
す
。
カ
ル
ガ
モ
じ

ゃ
あ
る
ま
い
し
、
ヨ
チ
ヨ
チ
付
い
て
歩
い
て
い
る

だ
け
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
ヒ
ヨ
コ
で
し
ょ

う
。
と
は
、
院
生
を
抱
え
た
経
験
の
無
い
者
の
た

わ
ご
と
。

O
大
学
か
ら
国
語
国
文
学
科
の
名
称
が
ど
ん
ど
ん
消

え
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
は
、
国
語
国
文
関

係
の
学
会
や
研
究
会
は
ま
す
ま
す
盛
況
で
、
大
学

院
生
と
い
う
種
族
(
失
礼
、
方
々
で
す
)
も
大
集
団

を
な
し
ま
す
。
ぶ
ら
ぶ
ら
の
ん
び
り
と
そ
の
時
代

を
過
ご
し
た
私
な
ど
は
、
半
ば
同
情
し
、
半
ば
羨

ま
し
く
も
、
ま
た
、
後
は
云
わ
ぬ
が
花
。
先
の
風

潮
が
そ
の
社
会
状
況
の
反
映
で
な
け
れ
ば
よ
ろ
し

い
の
で
す
が
。

O
こ
れ
を
悪
口
の
最
後
と
し
て
編
輯
長
の
任
を
降
り

ま
す
。
次
号
か
ら
は
も
う
少
し
上
品
に
な
る
で
し

ょ
う
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
二
年
間
、
原
稿
不
足
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
殆
ど
無
か
っ
た
の
は
、
幸
せ

で
し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
程
、
願
い
上
げ
ま

す

。

(

浅

見

徹

)

O 
お

L 、
O 

葉

学

会

会

則

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
贈
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
会
費
の
納
入
お
よ
び
入
会
申
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記

ωう
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
寸

O
O

九
0

0
|
七
|
二
九
一

四
七
寓
葉
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
主
い
。

一
任
所
変
更

・
改
姓
等

ω脳
出
、

購
入
等
は
、
消
文
堂
山
版
内

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
本
会
は
、
高
栄
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
高
菜
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
日
的
と
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
昌
・
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

2 

っ
て
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
誌
既
刊
号
の

り
会
事
務
室

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「

粂
」
を
編
輯
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回、

投

規

定

会

・
研
究
発
表

会

・
研
修
旅
行
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を
行
い
、

閲
時
、
目
的
に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
寓
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野
の

研
究
論
文
と
す
る
。

て

分
量
は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

は
十
枚
以
内
)

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄

と
す
る
。

片
々
」

一
、
会
員
は
、
年
額
四
千
円
の
会
費
(
誌
代
を
含
む
)

を
年
度
初
め
(
四
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
白
三
番

二
一一
八
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究

室
内
(
郵
便
番
号
五
五
八

l
O
Oニ
二
)

く

、

は
返
却
し
な
い
。

採
否
決
定
は

員

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の

輯
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

輯
・
発
行
は
編

会
に
一
任
の
こ
と
。

，

』

ム

v
'
-

J

、

十
J
必ず
J

・lL

余
分
に
入
用
の
時
は
、

あ
ら
か
じ
め
申

一
、
本
会
に
代
表
を
置
く。

一
、
本
会
は
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

掲
載
の
場
合
は
、

本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。



第
百
六
十
六
号

平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
七
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
十
(
一
九
九
八
)
年
七
月
三
十
日
発
行

頒
価
一
、

0
0
0円

送

料

六

O
円

蹄
鵬
大
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
丁
目
三
番
問
号

大
阪
市
立
大
学
文
学
部

国
語
国
文
学
研
究
室
内

電
話
。
六
(
六
口
五
)
一
一
四
一
四

編

輯

・

発

行

高

葉

学

会

代

表

者

伊

藤

博

振
替

O
O九
O
O
l七
l二
九
一
四
七

世
鵬
大
阪
市
中
央
区
島
之
内
二
丁
目
八
番
五
号

清
文
堂
出
版
株
式
会
社
内

寓
葉
学
会
事
務
室

話
旦
(
(
三
己
主
歪

発
売
所


